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TCFD提言に沿った情報開示
ガバナンス（気候変動対策の推進体制）

サステナビリティ委員会 Ｃゼロプロジェクト 環境推進委員会
年2回 年6回 年2回（必要に応じて追加開催）

気候変動を含めたサステナビリティ
に関する課題解決の対策などについ
て審議・報告

生産活動に関するCO2排出量削減の
対策を立案、実施状況をモニタリン
グ

気候変動を含めた環境に関する課題
解決の対策を立案、実施状況をモニ
タリング

取締役会

サステナビリティ委員会
（委員長：代表取締役社長）

【事務局】
サステナビリティ推進部
（担当役員：経営企画本部長）

Cゼロプロジェクト
（担当役員：生産事業部長）

国内生産拠点

調達部 研究開発センター

非生産拠点 海外生産拠点

環境推進委員会

監督・指示 報告

情報提供 実績報告 情報提供 実績報告

協力

協働
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TCFD提言に沿った情報開示

戦略
当社グループでは、TCFD提言に基づき、気候変動がもたらす「リス
ク」と「機会」を明確にいたしました。
抽出したリスクおよび機会について、シナリオ分析等に基づき継続的
な見直しを行うとともに、損益・資金計画に与える影響について検討
を進め、経営戦略にどのように反映されているかを説明することで、
当社グループの戦略のレジリエンスを示してまいります。
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TCFD提言に沿った情報開示
気候変動関連における重要度の高いリスク・機会

分類 リスク 機会 時間軸 影響度 対策

移行
リスク

カーボン
プライシング

カーボンプライシン
グの導入による生産
コストアップ

省エネ活動の推進に
よるエネルギーコス
ト削減

短～中
期 高い

徹底した省エネや再生可
能エネルギーの導入、サ
プライチェーンと連携し
たScope3の削減

レビュテーション
石油由来製品がス
テークホルダーから
懸念される収益の低
下

バイオ製品やリサイ
クル製品の拡大でイ
メージアップによる
収益の増加

短～中
期 中程度

バイオ率100％素材の開
発及び拡大、サーキュ
ラーエコノミーを目指し
たビジネスモデルの創出

資金調達
情報開示不足による
投資家や金融機関か
らの資金調達の悪影
響の懸念

積極的な情報開示に
よる資金調達の増加、
株価の上昇

短～中
期 高い TCFD提言に沿った情報

開示

物理的
リスク 自然災害

自然災害による生産
拠点の被害やサプラ
イチェーン寸断によ
る生産停止の発生

防災・防護製品の需
要拡大
気候変動対策製品・
サービスの需要拡大

中～長
期 高い

これまでの災害経験を踏
まえた事業継続計画
（BCP）の設定
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TCFD提言に沿った情報開示
リスクマネジメント

当社グループでは、「気候変動対策」を、当社グループの経営に重要
な影響を与える可能性がある主要なリスクのひとつと認識しており、
気候変動への対応は当社代表取締役社長が委員長を務めるサスティナ
ビリティ委員会が主管となり、サステナビリティ推進部を事務局に置
き、CO2排出量削減の具体的なテーマに取り組むＣゼロプロジェクト
と気候変動を含めた環境面での対策を立案する環境推進委員会が連携
して進める体制をとっております。
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TCFD提言に沿った情報開示
指標と目標

目標年 目標値 基準年
Scope1、2

国内
2030年
2050年

削減目標：▲46％
カーボンニュートラル

2024年実績：129千ton-CO2
▲38％

2013年
207千ton-CO2

グローバル 2030年 削減目標：▲23％
2024年実績：215千ton-CO2

▲20％
2013年

269千ton-CO2

サプライチェーン全体でのCO2排出量算出

単体
2022年実績より算出開始

2022年：483千ton-CO2
2023年：502千ton-CO2
2024年：468千ton-CO2

グローバル 2025年 2024年より算出
2024年：902千ton-CO2/yr
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TCFD提言に沿った情報開示
Scope3算出方法

カテゴリ
算定方法 ※算定期間 国内：2024年4月～2025年3月

海外：2024年1月～2024年12月
活動量 原単位

カテゴリ1「購入した製品・サービス」  主要原材料の調達重量  調達した製品の物量による排出原単位※１
カテゴリ2「資本財」  資産の種類別設備投資額  資本財の価格当たり排出原単位※1
カテゴリ3「Scope1,2に含まれない

燃料及びエネルギー活動」
 購入した燃料・電力の消費量  重油、LPG、LNG、都市ガス等※2

 電気使用量当たりの排出原単位※２
カテゴリ4「輸送、配送（上流）」  主要原材料の輸送重量  トンキロ当たりのCO2排出原単位※1
カテゴリ5「事業から出る廃棄物」  廃棄物処理量  種類・処理方法別排出原単位※1
カテゴリ6「出張」  出張手当支給額  各種交通機関、宿泊等の排出原単位※1
カテゴリ7「雇用者の通勤」  通勤手当支給額  ガソリン換算※2
カテゴリ8「リース資産（上流）」  対象外
カテゴリ9「輸送、配送（下流）」  販売した製品重量  トンキロ当たりのCO2排出原単位※1
カテゴリ10「販売した製品の加⼯」  販売した製品重量  独自算出※3
カテゴリ11「販売した製品の使用」  対象外
カテゴリ12「販売した製品の廃棄」  販売した製品重量  焼却処理排出原単位※1
カテゴリ13「リース資産（下流）」  対象外
カテゴリ14「フランチャイズ」  対象外
カテゴリ15「投資」  対象外

出典
※１ インベストリーデータベースIDEA V3.4.1をベースに算出
※２ 省エネ法の燃料係数及び電力係数
※３ 当社で繊維の縫製を行っている子会社の実績より算出
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TCFD提言に沿った情報開示
Scope3算出結果 単位：千ton

今回、算出する８拠点の売上高比率は85％、連結消却後のScope3を売上高換算して、
最終グループ全体でのScope3とする。
・Scope1、2についてはグループ全体での算出データをそのまま使用
・連結消却の対象となるカテゴリは１、４、10、12でグループ内取引のCO2を消却

＊ｶﾃｺﾞﾘ2（投資）、ｶﾃｺﾞﾘ4（上流輸送）、ｶﾃｺﾞﾘ5（廃棄物）、ｶﾃｺﾞﾘ6（出張）、ｶﾃｺﾞﾘ7（通勤）、ｶﾃｺﾞﾘ9（下流輸送）

単体 KBS 蘇州 SVMX SNA SAHA 河北 上海 単純
合計

連結
消却後

グループ
計

売上高比率（％） 27% 7% 21% 9% 7% 6% 3% 5% 85%

Scope1 52.5 11.2 9.7 6.7 8.1 2.9 3.1 0.0 94.1 94.1 103.5

Scope2 26.4 25.9 25.5 2.4 0.0 8.7 2.1 0.0 95.1 95.1 111.6

Scope3 322.4 133.7 203.6 78.2 73.3 75.5 77.0 68.2 1,031.9 880.1 1,034.5
ｶﾃｺﾞﾘ1（購入製品） 219.4 62.4 127.5 47.7 43.7 51.9 67.2 43.2 662.8 573.5 674.1
ｶﾃｺﾞﾘ12（最終廃棄） 49.8 28.3 50.1 16.7 15.5 12.8 6.3 15.0 194.4 151.8 178.4
ｶﾃｺﾞﾘ10（後加工） 18.6 24.5 4.0 5.5 5.3 4.0 1.1 7.4 77.9 64.2 75.5
ｶﾃｺﾞﾘ3
（燃料、ｴﾈﾙｷﾞｰ由来） 13.6 7.0 7.4 1.9 1.0 4.0 0.5 0.0 35.5 35.5 41.7

他ｶﾃｺﾞﾘ（2,4,5,6,7,9） 20.9 11.4 7.2 6.5 7.9 2.8 1.9 2.6 61.2 55.1 64.7

計 401.3 170.1 242.8 87.3 81.4 87.1 82.2 68.2 1,221.1 1,069.3 1,249.6
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TCFD提言に沿った情報開示
Scope3 内訳サプライチェーンCO2排出量割合

Scope3
83％

Scope2
9%

Scope1
8％

Scope3

購入した製品・サービス
54％

Scope1,2に含まれない燃料
及びエネルギー関連活動 3％

販売した製品の加工 6％

販売した製品の廃棄 14％

その他
5％
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